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今週はここに注目！

クサギの花が
咲きました

メジロ
名前の通り、目のまわりの白い縁
取りが特徴の小鳥です。甘い果実
や花木の花の蜜が大好きで、小さ
な群れで蜜を吸う姿をよく見かけ
ます。市街地でも見ることができ
る鳥です。是非探してみてくださ
い。

花や実のついた
木によくいるよ

附属自然教育園

詳しくはＨＰの「見ごろ情報」
をご覧ください
https://ins.kahaku.go.jp/ 

街中の水辺でも見られる身近なカモ。
池にのんびり浮いていたり、水中
に顔をつっこんで餌を探す様子な
どが見られます。今年も園内での
繁殖に期待したいです。

カルガモ

水辺で
みられます

キタテハ
暖かい日に、園内をひらひらと飛
んで、草の上で翅を広げて日向
ぼっこをしている姿を見かけるよ
うになりました。今の時期に観察
できるのは、成虫のまま越冬した
個体です。

水生植物園や
武蔵野植物園で
よく見られます

カワセミ
「翡翠（ひすい）」「水辺の宝
石」と呼ばれる、美しい鳥。水の
中に潜り、魚やザリガニなどを捕
らえます。大きなくちばしは狩り
で大活躍するほか、横穴式の巣穴
を掘るときには「ツルハシ」の役
目をします。

水辺で見られます。
会えたらラッキー♪

オオシオカラトンボ
いもりの池や武蔵野植物園の池周
辺でよくみかけます。複眼が黒い
ことで、シオカラトンボ（複眼は
青）と区別がつきます。

水生植物園や
武蔵野植物園で
よく見られます

ヤブミョウガ
食用になるミョウガ
（ショウガ科）と葉
が似ていて、やぶに
生えることが名前の
由来。ツユクサの仲
間で、真っ白な花は、
見ているだけで涼し
げです。

ミョウガ
中国南部原産の植物で、野菜とし
てもおなじみです。料理に使われ
る赤紫色の部分は、花の「つぼ
み」にあたります。真っ白な花が
地面から顔を出していますので、
ぜひ根元を観察してみてください。

木全体、特に葉に臭気があること
から臭木（くさぎ）の名前がつき
ました。一方、花はよい香りで、
沢山の虫たちが訪れる「昆虫レス
トラン」として賑わっています。

クサギ

当園は天然記念物および
史跡に指定されています。

自然を保護する
ためのお願い

花をおったり、動物を
つかまえたりすること
は禁止されています。

モンキアゲハ
後翅の白い紋がよく目立つ、黒い
アゲハチョウ。ひらひらと飛んで
いる姿をよく見かけます。

クサギの花に
よく集まります

メハジキの花

地下茎が太く、真っ白なことによ
りシロネ（白根）の名前がつきま
した。葉腋（葉のつけ根）に白い
花が数個ずつ密に咲きます。

シロネ
シロネの花
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ウバユリ
花が咲く頃葉が枯れるため
「歯がない」に音を合わせ、
姥（うば）の名前をつけた
と言われています。

路傍植物園で
見られます

オニユリ
10cmほどの大きな花を下向きに
咲かせます。葉のわきには黒紫色
の珠芽（ムカゴ）がつき、食べる
ことができます。また、鱗茎は
「ユリ根」と呼ばれ、こちらも食
用とされています。

淡紫色の小さな花をたくさんつけ
ています。山地や低地の林にもよ
く見られる植物で、栽培もされま
す。名前に「ラン」とついていま
すが、アスパラガスと同じクサス
ギカズラ科の仲間です。

ヤブラン

和名の由来はハギに似て禊（みそ
ぎ）に使ったことから禊萩、また
は溝に生えることから溝萩による
といわれます。お盆の供花として
よく使われ、鮮やかな赤紫色の花
を咲かせます。

ミソハギ

ミズタマソウ
白色の小さな花を咲かせます。がく、
花弁、雄しべがすべて２つの「２数
性」という性質を持つ花です。白い
毛が密生した果実が露にぬれた様子
を水玉に見立てたことが名前の由来
とされています。

花

果実

キツネノカミソリ
キツネの出るようなさびしい場所
に生え、春に出る細長い葉が、日
本古来の剃刀（かみそり）に似て
いることが名前の由来とされます。
花の時期には葉は枯れてありませ
ん。有毒植物です。
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